
学校番号 ２０２ 

令和３年度 公民科 

 

教科 公民 科目 政治経済 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高校 政治・経済 新訂版（実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・現代の政治経済の現状を理解する。 

・現状を歴史的側面もふまえて理解する。 

・経済の基礎知識をまなび、それを生かす能力を身につける。 

・現代の諸問題の解決策を考える。 

 

２ 学習の到達目標 

広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深めさせ、現代における政治、経済、国 

際関係などについて客観的に理解させるとともに、それらに関する諸課題について主体的に考 

察させ、公正な判断力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：資料活用の技能 ｄ：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代の政治、経済、国

際関係に対する関心

を高め、意欲的に課題

を追究するとともに、

国家・社会の一員とし

て平和で民主的な社

会生活の実現と推進

について客観的に考

察しようとしている。 

現代の政治、経済、国

際関係に関わる事柄

から課題を見いだし、

その本質や特質、望ま

しい解決の在り方に

ついて広い視野に立

って多面的・多角的に

考察し、社会の変化や

様々な立場、考え方を

踏まえ公正に判断し

て、その過程や結果を

様々な方法で適切に

表現している。 

現代の政治、経済、

国際関係に関わる諸

資料を様々なメディ

アを通して収集し、

有用な情報を適切に

選択して、効果的に

活用している。 

 

現代の政治、経済、

国際関係に関する基

本的な事柄や、本質、

特質及び動向を捉え

る基本的な概念や理

論を理解し、その知

識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

授業への取組み 

ワークシート 

授業への取組み 

ワークシート 

定期考査 

資料読み取り 

情報活用 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の 

評価規準 
評価方法 

ａ b c d 

一
学
期 

第１編 現代の政治 

第１章 

 民主政治の基本原理 

 

第２章 

 日本国憲法の基本的

性格 

 

第３章 

 日本の政治機構 

 

第４章 

 現代日本の政治 

 

民主政治とは何かを学

ぶ 

 

日本国憲法についての

理解を深める 

 

 

日本の政治機構につい

ての理解を深める 

 

日本の政治について理

解する 

○ ○ ○ ○ a:授業への取組み 

 ワークシート 

b:授業への取組み 

ワークシート 

c:資料読み取り 

 情報活用 

d:定期考査 

 

授業内容が知識と

して定着している

か。 

授業に意欲的に参

加しているか。 

提出物の提出状況 

中間考査 

期末考査 

二
学
期 

第５章 

現代の国際政治 

 

 

 

第２編 現代の経済 

第１章 

経済社会の変容 

 

 

 

 

第２章 

現代経済のしくみ 

 

 

第３章 

現代経済と福祉の向上 

 

 

 

 

 

第４章 

 世界経済と日本 

国際政治の中の日本の

役割について考える。ま

た、日本の安全保障につ

いての理解を深める 

 

 

経済についての一般的

知識を学ぶ。また、歴史

的な面も理解した上で、

日本経済の動向につい

て関心を高める。 

 

国際経済と国際収支に

ついて基本的知識を得

る 

 

民主主義の歴史を踏ま

え、福祉の向上が国家の

重要な事柄であること

を学び、福祉の観点から

経済を考える力を身に

つける。 

 

世界経済における日本

の役割を理解する。 

○ ○ ○ ○ a:授業への取組み 

 ワークシート 

b:授業への取組み 

ワークシート 

c:資料読み取り 

 情報活用 

d:定期考査 

 

授業内容が知識と

して定着している

か。 

授業に意欲的に参

加しているか。 

提出物の提出状況 

中間考査 

期末考査 

三
学
期 

第３編 

 現代社会の諸課題 

 

現代社会の諸課題・諸問

題についての解決策を

主体的に考える力を身

につける。 

○ ○ ○ ○ a:授業への取組み 

 ワークシート 

b:授業への取組み 

ワークシート 

c:資料読み取り 

 情報活用 

d:定期考査 

授業内容が知識と

して定着している

か。 

授業に意欲的に参

加しているか。 

提出物の提出状況 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


